星砂がかがやく海

１．星砂ってなんだろう
みなさんは、星砂を知っていますよね。あたたかい海の白砂にたくさん混ざっているめずらしい形の砂のことです。みなさんの住んでいる竹富町でも、あちらこちらで見ることができます。
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やってみよう
みなさんの見たことのある星砂の形を絵にかいてみましょう。
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考えてみよう
どうして星砂は＜やってみよう＞でかいたような形をしているのでしょうか。次の中から選んでみましょう。
①　波にけずられたから上の絵のような形になった。
②　もともと上の絵のような形をしている生物の死がいである。
③　上の絵のような形をしたサンゴのなかまである。
（　　　　）

星砂は、有孔虫（ゆうこうちゅう）という動物のなかまで、石灰質のからをもつ生物の死がいなのです。ですから、はじめから星や太陽の形をした生物だったのです。
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（松田伸也氏撮影）
よくみるとたくさんの小さなあながあいているのがわかりますね。星砂は、この小さなあなから細い糸のような足を出して、かいそうにくっついているのです。生きているあいだは、しょうげんとよばれるリーフのはしのあさい、平らな場所にいます。
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（大倉野祥史作）
☆じっさいに調べてみよう！

竹富町のまわりのしょうげんの砂には、どのくらい星砂・太陽砂がふかまれているのでしょうか。実際に海岸へ行って調べてみましょう。

２．鳩間小中学校のＰＴＡ資金
(1)　鳩間小中学校では、星砂をとってＰＴＡ資金の一部にあてています。
　

校長先生に話をきいてみました。


鳩間小中学校では、ＰＴＡ資金をつくるというのが目的なのではありません。「勤労生産体験学習」の一つとして、「星砂採集」をしているのです。毎年、５月に行っており、とる日時は、前もって地域の人々に知らせているので、島のほとんどの人が参加してくれます。
わたしたちのとる星砂は海そうについているのだけをとるので、波にけずられておらず、とてもきれいなんですよ。
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考えてみよう
どうして５月に「星砂採集」を行っているのでしょうか。

(                )
(2)　鳩間小中学校での「星砂採集」のやり方をみてみましょう。

①　浜に下りて、まがりがまを使い、ひりょう袋に星砂のついた海そうをとりこむ。

②　袋を水洗い場にうつし、ふるいにかけて、星砂と海そうをわける。

③　わけた星砂は袋にいれ、体育倉庫の横に２～３日おく。（袋の口を下にして水を出しやすいようにする）

④　２～３日後の晴れた日に、星砂をブルーシートにばらまいてトンボで平らにし、かわくまでくり返し日なたにほす。

　　
⑤　完全にかわいた星砂をふるいにかけてゴミとわけ、１５ kg ごとに袋につめる。
３．星砂は今
(1)　竹富町でとれた星砂は、石垣島や本島に送られ、ひょうはくやビンづめなど加工されてからおみやげ品店で売られます。星砂をとっておみやげ品店に送っているおじさんに話を聞いてみました。
おじさんの話


星砂をとるのは、だいたい４～５月にかけてでした。なぜ、この時期にとっていたのかというと、３月ごろはまだ海がつめたくて入れないし、６～７月になると波にけずられたりして形のいいものがとれなくなってしまうからです。だから、そのとき以外は漁業をしていました。

海そうについている星砂だけをとっていたのでは時間がかかるので、わたしの場合、海底からごっそりと砂ごととっていました。平均すると、１日に５０ｋｇぐらいとっていましたよ。ねだんは時によってちがいますが、星砂１５ｋｇで１万円ほどでしたね。
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やってみよう

おみやげ品店ではいろいろなかたちで星砂が売られています。今ここに１５ g の星砂が入った２００円のビンづめのおみやげ品があります。
①　１５ kg の星砂を使うとすると、これと同じビンづめのおみやげ品
はいくつできるでしょうか。　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）
②　①でもとめた数だけ２００円で売るといくらになりますか。

（　　　　　　　　）
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考えてみよう
おじさんの話と＜やってみよう＞について気づいたことを書いてみましょう。
(                )
(2)　竹富町では、星砂はおみやげ品として売るだけでなく、竹富島や西表島の「星砂の浜」のように観光地としても売り出しています。しかし、これらの観光地の星砂の数は、むかしとくらべると、ずいぶん少なくなったといわれています。
竹富町の島じまはサンゴ礁でできています。そして、竹富町の島じまのまわりの海の砂は、星砂、サンゴのかけら、貝がらなど、ほとんどすべて生物からできているのです。このように、生物にかこまれた島で星砂がへってきているということは、海の生物からきけん信号が出されているのかもしれません。
鳩間島では現在、星砂を取らないようにしています。星砂をたくさん取りすぎてしまったために星砂が少なくなり、それと同時に海草や魚も少なくなってしまったからです。

鳩間島の自然を守るため、鳩間島の島民はさまざまな努力をしています。
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考えてみよう
あなたは星砂の数がへってきていると思いますか。
(                )
それはどうしてだと思いますか。
(                )
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